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台
湾
に
お
け
る
日
本
の
植
民
地
統
治
は
、
警
察
な
ど
暴
力
装
置
を
背
景
に
し
て
行
わ

れ
た
。
特
に
統
治
初
期
は
、
軍
隊
等
が
地
域
住
民
の
抵
抗
運
動
を
徹
底
的
に
鎮
圧
し
た
。

暴
力
に
さ
ら
さ
れ
た
地
域
住
民
は
、
反
感
を
抱
い
て
様
々
な
抵
抗
を
行
っ
た
。
一
方
、

台
湾
総
督
府
は
統
治
の
円
滑
化
を
図
り
、
地
域
住
民
を
統
治
体
制
に
組
み
込
む
必
要
が

あ
っ
た
。
本
論
文
で
は
、
植
民
地
権
力
に
よ
る
統
合
過
程
と
台
湾
地
域
住
民
の
動
向
を

検
討
し
、
植
民
地
統
治
下
の
地
域
社
会
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

日
本
の
植
民
地
支
配
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
支
配
と
抵
抗
の
二
項
対
比
で
捉
え

る
視
点
が
存
在
す
る
。
日
本
軍
上
陸
後
、
各
地
で
地
域
住
民
に
よ
る
武
力
抵
抗
が
頻
発

し
た
。
総
督
府
は
「
招
降
策
」
を
実
施
す
る
一
方
、
応
じ
な
い
地
域
住
民
を
警
察
や
軍

を
用
い
て
徹
底
的
に
鎮
圧
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
総
督
府
と
地
域
住
民
の
間
で
、
治
安

維
持
を
結
節
点
と
し
て
「
協
力
」
関
係
が
生
み
出
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
先
行
研
究
も
登

場
し
た
。
総
督
府
は
治
安
維
持
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
を
統
治
体
制
に
取
り
込
ん
だ
。

地
域
住
民
は
一
見
統
治
体
制
に
適
応
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、「
匪
徒
」
鎮
圧
に
よ
る

地
域
社
会
の
混
乱
を
防
ぎ
、
自
ら
の
生
活
を
守
ろ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
協
力
」
関
係
の
背
後
に
は
植
民
地
権
力
の
暴
力
性
が
存
在
し
た
。

植
民
地
権
力
と
地
域
住
民
の
間
に
は
緊
張
関
係
が
存
在
し
、
利
害
の
一
致
で
生
み
出
さ

れ
た
「
協
力
」
関
係
は
、
同
じ
立
ち
位
置
で
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
統
治
初

期
の
台
湾
地
域
住
民
は
武
力
抵
抗
の
み
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
統
治
機
関
に

「
協
力
」
す
る
者
、
武
力
抵
抗
を
支
援
す
る
者
、
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
者
な
ど
様
々

な
姿
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で
は
嘉
義
地
域
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
た
。
地
域
社

会
は
統
治
権
力
と
地
域
住
民
の
接
点
で
あ
る
。
一
つ
の
地
域
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、

権
力
に
よ
る
統
合
過
程
と
地
域
住
民
の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
検
討
で
き
る
。
そ
れ
に
よ

り
様
々
な
地
域
住
民
の
姿
を
浮
か
び
上
げ
る
。
台
湾
南
部
に
位
置
す
る
嘉
義
地
域
は
統

治
機
関
か
ら
「
匪
徒
」
が
多
い
地
域
と
見
な
さ
れ
た
。
安
定
し
た
支
配
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
台
湾
総
督
府
は
治
安
維
持
に
尽
力
し
た
。
ま
た
嘉
義
地
域
で
は
、
一
九
〇
〇

年
代
に
大
規
模
な
武
力
鎮
圧
と
自
然
災
害
が
起
き
た
。
両
者
は
暴
力
と
「
恩
恵
」
と
い

う
別
の
性
格
を
有
し
て
い
る
が
、
植
民
地
権
力
が
地
域
社
会
に
動
的
に
侵
入
す
る
点
で

共
通
し
て
い
る
。
性
質
の
異
な
る
形
で
地
域
社
会
に
深
く
入
り
込
む
植
民
地
権
力
に
着

目
し
、
そ
こ
か
ら
地
域
住
民
の
行
動
を
考
察
し
た
。

　

第
一
章
で
は
、
嘉
義
地
域
に
出
さ
れ
た
法
令
及
び
制
度
に
着
目
し
た
。
嘉
義
は
日
本

軍
の
侵
攻
に
対
し
頑
強
に
抵
抗
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
統
治
機
関
は
支
配
の
安
定
化
を

図
り
、
匪
徒
刑
罰
令
な
ど
暴
力
を
法
で
規
定
し
た
。
一
方
街
庄
長
の
任
命
や
紳
章
の
付

与
を
通
じ
て
、
地
域
有
力
者
を
統
治
体
制
の
末
端
に
組
み
込
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
対
象
は
、

科
挙
の
成
績
優
秀
者
や
一
定
の
資
産
を
有
す
る
者
、
そ
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
地

方
官
庁
に
「
協
力
」
す
る
者
で
あ
っ
た
。
紳
章
は
地
域
有
力
者
の
権
威
を
保
証
す
る
と

と
も
に
、
彼
ら
の
影
響
力
を
用
い
て
統
治
を
円
滑
に
す
る
道
具
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
植
民
地
権
力
は
地
域
住
民
を
統
治
体
制
に
組
み
込
む
た
め
、
有
名
無
実
化

し
て
い
た
保
甲
制
度
を
用
い
て
、
各
地
の
自
衛
組
織
を
管
轄
下
に
置
い
た
。
嘉
義
地
域

の
保
正
や
甲
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
が
、
所
轄
官
吏
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

連
座
制
と
罰
則
規
定
の
厳
格
化
に
よ
り
、
各
家
長
の
監
督
責
任
を
強
化
し
た
。
嘉
義
地

域
の
保
甲
制
度
関
連
法
令
は
、
台
湾
総
督
府
が
示
し
た
基
準
よ
り
厳
し
い
内
容
で
あ
っ

た
。

優
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修
士
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概
要
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台
湾
地
域
社
会

│
│  

一
九
〇
〇
年
代
嘉
義
地
域
に
お
け
る 

統
合
過
程
と
地
域
住
民 

│
│

和
　
田
　
健
太
郎

早稲田大学大学院文学研究科紀要 第69輯（2024年3月）
Bulletin of the Graduate School of Letters, Arts and Sciences of Waseda University Vol.69 (Mar.2024)



747（312）

　

し
か
し
、
地
域
有
力
者
は
街
庄
長
で
あ
っ
て
も
、
総
督
府
が
「
匪
徒
」
と
見
な
す
者

と
関
係
を
持
ち
続
け
た
。
ま
た
保
甲
民
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
者
は
粗
末
な
装
備
で
任
務

に
あ
た
り
、
別
の
者
は
無
断
で
任
務
地
を
離
れ
た
。
植
民
地
権
力
は
暴
力
を
背
景
に
し

つ
つ
旧
来
の
価
値
観
や
制
度
を
利
用
し
て
地
域
住
民
の
統
合
を
企
図
し
た
。
し
か
し
、

一
部
の
嘉
義
地
域
住
民
は
制
度
か
ら
「
逸
脱
」
す
る
こ
と
で
統
治
体
制
へ
の
統
合
回
避

を
試
み
た
。

　

第
二
章
で
は
、
植
民
地
権
力
が
地
域
社
会
に
動
的
に
入
り
込
む
契
機
と
し
て
樸
仔
脚

事
件
に
着
目
し
た
。
樸
仔
脚
事
件
は
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
に
起
き
た
嘉
義
地

域
に
お
け
る
武
力
抵
抗
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
、
凶
作
に
よ
る
民
心
不

安
や
日
本
人
へ
の
不
満
が
存
在
し
た
。
事
件
後
、
嘉
義
庁
を
中
心
と
す
る
統
治
機
関
は

軍
隊
や
警
察
だ
け
で
な
く
、
保
甲
壮
丁
や
地
域
有
力
者
、
台
湾
先
住
民
族
も
動
員
し
て

徹
底
的
に
鎮
圧
し
た
。
以
前
の
嘉
義
地
域
で
は
保
甲
制
度
が
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
植
民
地
権
力
に
よ
る
暴
力
が
顕
現
す
る
な
か
で
、
地
域
住
民
は
連
座

制
で
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
植
民
地
権
力
と
の
緊
張
関
係
の
下
、
地

域
住
民
は
動
員
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
鎮
圧
後
の
葬
儀
や
式
典
で
は
、
地

域
住
民
が
警
察
や
軍
人
と
同
じ
く
「
国
家
に
奉
じ
た
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
樸
仔
脚

事
件
の
鎮
圧
や
そ
の
後
の
復
旧
を
通
じ
て
、
植
民
地
権
力
は
嘉
義
地
域
へ
の
統
治
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
統
治
機
構
の
末
端
に
組
み
込
ん
だ
。

　

一
方
、
樸
仔
脚
事
件
や
そ
の
後
の
鎮
圧
、
復
旧
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、

必
ず
し
も
武
力
抵
抗
だ
け
で
は
な
い
嘉
義
地
域
住
民
の
姿
だ
っ
た
。
食
糧
や
武
器
の
提

供
に
よ
り
「
匪
徒
」
を
支
援
す
る
者
が
い
た
。
反
対
に
地
域
有
力
者
を
構
成
員
と
す
る

嘉
義
自
衛
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
鎮
圧
に
「
協
力
」
す
る
者
も
い
た
。
ま
た
、「
匪

徒
」
と
植
民
地
権
力
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
居
住
地
域

か
ら
一
時
的
に
逃
避
す
る
地
域
住
民
も
存
在
し
た
。

　

樸
仔
脚
事
件
と
そ
の
鎮
圧
後
、
地
域
住
民
は
自
ら
の
手
に
よ
る
地
域
運
営
を
志
向
す

る
。「
匪
徒
」
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
後
大
埔
で
は
、
街
庄
長
の
葉
耳
が
官
有
地
の
払
い

下
げ
を
申
請
し
、
地
域
住
民
が
使
用
目
的
や
管
理
方
法
を
決
め
て
共
同
経
営
を
行
っ
た
。

加
え
て
、
軍
隊
の
駐
屯
地
跡
に
あ
る
「
匪
徒
」
平
定
記
念
碑
を
地
域
住
民
で
管
理
す
る

廟
内
に
再
建
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
嘉
義
街
で
は
、
林
玉
崑
ら
地
域
有
力
者
が
農
業

祭
祀
の
復
活
を
求
め
、
陸
軍
が
占
有
し
て
い
る
廟
の
返
還
を
要
求
し
た
。
彼
ら
は
廟
の

来
歴
等
を
示
し
、
重
要
な
宗
教
施
設
で
あ
る
廟
を
取
り
戻
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
に
よ
る
地
域
復
旧
や
運
営
は
統
治
機
関
の
許
可
が
必
要
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
支
配
体
制
や
権
力
構
造
を
打
ち
壊
す
も
の
で
は
な
く
、
植
民
地
支
配

の
安
定
化
に
寄
与
す
る
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
嘉
義
地
域
住
民
は
植
民
地
権
力
と
の

緊
張
関
係
の
下
、
正
当
性
を
主
張
し
て
生
活
圏
の
回
復
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
可
能
な

限
り
自
ら
が
主
導
す
る
形
で
地
域
を
運
営
し
よ
う
と
し
た
。

　

第
三
章
で
は
、
嘉
義
地
域
で
発
生
し
た
地
震
に
着
目
し
た
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
三

九
）
に
発
生
し
た
大
規
模
な
地
震
は
、
多
く
の
死
傷
者
と
家
屋
の
倒
壊
を
も
た
ら
し
た
。

地
震
発
生
後
、
嘉
義
庁
長
岡
田
信
興
を
中
心
に
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。
当
初
の
救
助

活
動
に
は
、
保
甲
壮
丁
や
苦
力
、
先
住
民
族
の
姿
も
見
ら
れ
た
が
、
多
く
は
警
察
や
軍

人
、
日
本
人
医
師
で
あ
っ
た
。
連
絡
手
段
の
途
絶
や
人
員
不
足
の
た
め
、
組
織
的
な
救

助
活
動
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
理
由
か
ら
救
助
を
拒
否
す
る
地
域
住

民
も
い
た
た
め
、
救
助
活
動
が
滞
っ
た
。

　

し
か
し
、
周
辺
庁
の
応
援
や
派
遣
さ
れ
た
台
湾
総
督
府
官
吏
、
台
北
医
院
長
長
野
純

蔵
の
到
着
に
よ
り
、
指
揮
系
統
と
治
療
方
針
が
確
立
し
た
。
各
地
に
設
置
し
た
救
護
所

に
加
え
、
各
戸
を
巡
回
し
て
治
療
す
る
医
療
班
が
結
成
さ
れ
た
。
構
成
員
は
警
察
や
保

正
・
甲
長
の
ほ
か
、
台
北
か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
学
校
卒
業
生
や
「
看
護
婦
」
等
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
治
療
が
被
害
地
域
に
行
き
届
い
た
。

　

植
民
地
に
お
け
る
自
然
災
害
の
救
助
活
動
で
は
、
暴
力
的
な
存
在
で
あ
る
警
察
や
官

吏
な
ど
が
「
恩
恵
」
を
も
た
ら
す
者
と
し
て
地
域
住
民
の
前
に
立
ち
現
れ
た
。
地
域
住

民
が
日
常
的
に
持
つ
統
治
へ
の
不
満
が
緩
和
さ
れ
た
。
後
藤
新
平
の
演
説
や
当
時
の
新

聞
記
事
か
ら
は
、
救
助
活
動
を
通
じ
て
そ
の
後
行
わ
れ
る
統
治
政
策
を
円
滑
に
進
め
よ
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う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
た
。
統
治
者
に
よ
る
震
災
救
助
は
、
植
民
地
支
配
の
浸
透

に
寄
与
し
た
。

　

一
方
、
植
民
地
統
治
機
関
の
救
助
を
拒
む
地
域
住
民
も
存
在
し
た
。
背
景
に
は
他
人

か
ら
施
し
を
受
け
る
こ
と
へ
の
羞
恥
心
な
ど
も
あ
る
が
、
統
治
者
へ
の
不
信
が
大
き

か
っ
た
。
治
療
は
負
傷
者
の
身
体
に
近
づ
き
、
生
命
に
深
く
関
わ
る
行
為
で
あ
る
。
地

域
住
民
は
不
信
感
を
持
つ
統
治
者
の
接
近
を
忌
避
し
、
馴
染
み
の
な
い
西
洋
医
療
を
拒

ん
だ
。
地
域
住
民
は
漢
民
族
系
医
師
に
よ
る
従
来
の
治
療
に
頼
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
後

に
地
域
住
民
が
医
療
班
に
よ
る
巡
回
治
療
を
受
け
た
の
は
、
主
な
医
療
行
為
者
が
日
本

人
で
は
な
い
医
学
校
卒
業
生
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
地
域
住
民
は
、
地
域
有
力
者

に
よ
る
食
糧
供
給
も
進
ん
で
受
け
て
い
た
。
嘉
義
地
域
住
民
は
日
本
人
に
よ
る
救
助
よ

り
も
、
医
学
校
卒
業
生
に
よ
る
救
助
や
同
じ
地
域
住
民
で
あ
る
地
域
有
力
者
の
食
糧
供

給
を
好
ん
で
受
け
入
れ
た
。
植
民
地
権
力
が
救
助
の
形
で
地
域
社
会
に
入
り
込
む
こ
と

を
忌
避
し
、
地
域
社
会
内
で
の
救
助
と
同
じ
民
族
間
に
よ
る
治
療
を
地
域
住
民
は
望
ん

で
い
た
。

　

本
論
文
で
は
、
台
湾
に
お
け
る
統
治
権
力
の
統
合
過
程
と
そ
れ
に
対
応
す
る
地
域
住

民
の
姿
を
検
討
し
た
。植
民
地
権
力
は
暴
力
を
基
軸
に
し
つ
つ
、時
に
権
威
保
証
や
「
恩

恵
」
を
施
し
て
、
嘉
義
地
域
社
会
を
統
治
体
制
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
嘉
義

地
域
住
民
は
二
項
対
比
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
動
き
を
見
せ
た
。
武
力

で
抵
抗
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
者
は
総
督
府
に
「
協
力
」
し
、
あ
る
者
は
戦
闘
地

域
か
ら
逃
走
し
て
自
ら
の
命
を
守
っ
た
。
ま
た
、
植
民
地
権
力
の
認
可
と
い
う
条
件
が

あ
っ
た
が
、
自
ら
の
権
利
を
主
張
し
、
宗
教
施
設
や
公
営
地
の
運
営
を
行
っ
た
。
災
害

で
地
域
が
荒
廃
し
た
時
も
、
日
本
人
警
察
や
医
師
に
よ
る
治
療
を
忌
避
し
、
地
域
住
民

間
の
相
互
扶
助
や
医
学
校
卒
業
生
の
治
療
を
受
け
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
植
民
地
権
力
と
嘉
義
地
域
住
民
が
想
定
す
る
地
域
社
会
像
の
相

違
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
統
治
機
関
が
想
定
し
た
の
は
、
植
民
地
権
力
が
主
導
権
を

握
っ
て
統
治
を
行
い
、
そ
れ
に
従
順
な
社
会
で
あ
っ
た
。
一
方
、
嘉
義
地
域
住
民
は
、

植
民
地
権
力
と
の
緊
張
関
係
の
下
、
統
治
者
で
あ
る
日
本
人
を
限
り
な
く
遠
ざ
け
た
。

そ
し
て
、
生
活
圏
を
可
能
な
限
り
維
持
し
て
、
自
ら
の
手
で
運
営
す
る
地
域
社
会
を
維

持
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
を
通
じ
て
、
日
本
統
治
初
期
の
台
湾
に
お
い
て
、
二
項
対
比
で
は
な
い
地
域

住
民
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
社
会
の
一
側
面
を
提
示
で
き
た
。
し
か
し
、
使
用

し
た
史
料
の
偏
り
や
考
察
地
域
の
広
範
さ
、
台
湾
総
督
府
の
諸
政
策
へ
の
言
及
な
ど
課

題
は
多
い
。
今
後
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
植
民
地
権
力
と
地
域
社
会
の
関
係
を
よ
り
精

細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。


